
船舶事故等調査報告書 

平成２７年１０月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１５広第１１号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２７年１月１８日 ０６時１５分ごろ 

発生場所 岡山県岡山市小串
こ ぐ し

港東方沖 

 西大寺
さいだいじ

港九蟠
く ば ん

東１号防波堤灯台から真方位１４０°１,４３０ｍ付近 

（概位 北緯３４°３５.６５′ 東経１３４°０２.４４′） 

事故等調査の経過  平成２７年１月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ はしけ ○伊５、１,３４０トン 

   なし、福山海運株式会社 

Ｂ はしけ ○Ｍ２、１,３００トン 

   なし、福山海運株式会社 

Ｃ プレジャーボート ラ・コスタ７、７.３トン 

   ２７０－４３３４１岡山、有限会社ピアＡ 

 乗組員等に関する情報 Ａ 作業責任者Ａ 

Ｂ 作業責任者Ｂ 

Ｃ 船長Ｃ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ なし 

Ｃ 不明 

 損傷 Ａ 右舷側中央部に置いた梯子
は し ご

が曲損 

Ｂ 船尾端の左舷側外板に擦過傷 

Ｃ 船首部に破口及び亀裂 

 事故等の経過 Ａ船は、作業責任者Ａ及び作業員１人が乗船し、また、Ｂ船は、作

業責任者Ｂが１人で乗船し、それぞれイルミナイト約１,０００ｔを

積載し、荷揚げ待ちのため、小串港東方沖において、共に右舷船首の

錨を使用して船首を南東方に向け、Ａ船の右舷船尾方にＢ船が位置す

る態勢で錨泊していた。 

作業責任者Ｂは、平成２７年１月１８日０６時１５分ごろＢ船の船

尾部でドーンという音がしたので船尾甲板に出て確認したところ、船

尾甲板上に白い塗膜片等が散乱し、船尾部左舷側外板に衝突痕があっ

たほか、白い樹脂片が付着しているのを認めた。 

作業責任者Ａは、Ｂ船の方からドーンという音がしたので船尾甲板

に出て見たところ、Ｃ船がＢ船の方からＡ船に接近し、０６時１５分

ごろ、Ａ船の右舷中央部付近にＣ船の船首部が衝突するのを目撃し



た。 

Ｃ船は、船長Ｃが１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、小串港東方

沖を南東進中、Ｂ船と衝突した後、Ａ船と衝突した。 

Ｃ船は、反転して岡山港の方向に向けて航行した。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

日出時刻：０７時１０分ごろ 

その他の事項 作業責任者Ａは、ドーンという音を聞いてから１５～２０秒後にＣ

船がＡ船に衝突するのを目撃した。 

Ａ船は、停泊灯を表示していたほか、船首部及び船尾部に設置した

黄色閃光灯並びに作業灯を点灯していた。 

Ｂ船は、停泊灯を表示していたほか、船首部及び船尾部に設置した

赤色閃光灯を点灯していた。 

Ａ船及びＢ船の乾舷は、Ａ船が約１.６ｍ、Ｂ船が約０.５ｍあっ

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ 不明 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ 不明 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ 不明 

 Ａ船及びＢ船は、共に小串港東方沖で船首を南東方に向けて錨泊

中、Ｃ船がＢ船の船尾端に衝突した後、Ａ船の右舷中央部に衝突した

ものと考えられる。 

Ｃ船は、小串港東方沖を南東進中、Ｂ船と衝突し、続いてＡ船と衝

突したものと考えられるが、船長Ｃから情報が得られなかったため、

衝突に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、夜間、小串港東方沖において、Ａ船及びＢ船が船首を南

東方に向けて錨泊中、Ｃ船が南東進中、Ｃ船が、Ｂ船と衝突し、続い

てＡ船と衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 


